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小牧山戦国に馳せる
元亀年間の信長

足
利
義
昭
よ
し
あ
き

を
将
軍
に
就
任
さ
せ
た
信
長

は
、
復
活
・
再
生
し
た
幕
政
機
構
に
積
極

的
に
関
与
し
て
い
き
ま
し
た
。

京
都
の
治
安
維
持
に
は
、
幕
臣
ら
の
な

か
に
織
田
家
家
臣
を
参
加
さ
せ
、
一
方
で

土
地
の
安
堵
あ
ん
ど

（
保
障
す
る
こ
と
）
に
あ
た

っ
て
は
、
従
来
の
室
町
幕
府
の
方
針
に
沿

い
、
義
昭
の
意
志
を
奉ほ
う

じ
る
形
式
を
と
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
上
洛
当
初
に
お

け
る
信
長
の
政
治
的
正
当
性
は
、「
義
昭
を

補
佐
す
る
立
場
」
に
依
拠
し
て
い
た
の
で

し
た
。

１
５
６
９
年
（
永
禄
12
年
）、
信
長
は
幕

府
に
対
す
る
施
策
方
針
を
「
殿
中
御
掟

で
ん
ち
ゅ
う
お
ん
お
き
て
」

と
し
て
定
め
、
義
昭
に
承
認
さ
せ
ま
し
た
。

幕
府
政
治
の
背
後
に
信
長
の
存
在
の
あ
る

こ
と
を
強
く
示
し
た
も
の
で
し
た
。

同
年
10
月
に
は
、
南
伊
勢
の
北
畠

き
た
ば
た
け
攻
撃

か
ら
直
接
京
都
へ
凱
旋
が
い
せ
ん

し
た
信
長
が
、
義

昭
と
の
面
会
後
、
突
如
、
岐
阜
に
帰
陣
し

ま
す
。
義
昭
と
の
不
和
が
噂
さ
れ
、
朝
廷

内
に
動
揺
が
走
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
信
長
は
、
義
昭
を
補
佐
し
つ
つ

も
、
次
第
に
政
治
上
の
実
権
を
掌
握
し
、

義
昭
を
制
約
す
る
態
度
に
出
た
た
め
、
両
者

の
関
係
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

元
亀
げ
ん
き

年
間
は
、
信
長
に
と
っ
て
戦
い
の

連
続
で
し
た
（
年
表
参
照
）。

従
来
か
ら
の
敵
で
あ
っ
た
三
好
み
よ
し

三
人
衆

さ
ん
に
ん
し
ゅ
う

ら
や
南
近
江
の
六
角
承
禎

ろ
っ
か
く
じ
ょ
う
て
いな
ど
に
加
え
、
越

前
の
朝
倉
義
景
よ
し
か
げ

、
北
近
江
の
浅
井
あ
ざ
い

久
政
ひ
さ
ま
さ

・

長
政
な
が
ま
さ

、
本
願
寺
や
各
地
の
一
向
一
揆
、
比

叡
山
延
暦
寺

え
ん
り
ゃ
く
じ

、
甲
斐
の
武
田
信
玄
ら
が
反

信
長
連
合
と
し
て
、
次
第
に
軍
事
行
動
の

歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
１
５
７
２
年
（
元
亀
３
年
）
末
段
階

で
は
、
確
実
に
将
軍
義
昭
も
こ
の
反
信
長

連
合
に
加
わ
り
、
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て

ゆ
き
ま
し
た
。
こ
の
反
信
長
連
合
は
、
し
ば

し
ば
「
信
長
包
囲
網
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
信
長
の
周
囲
を
包
囲
す
る
よ

う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

信
長
が
利
用
し
た
の
は
、
将
軍
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
５
７
０
年
（
元
亀
元
年
）
９
月
、
大
坂

で
の
三
好
三
人
衆
と
の
戦
い
の
さ
な
か
、
突

如
と
し
て
本
願
寺
が
織
田
軍
に
攻
撃
を
開
始

し
ま
し
た
。
信
長
は
本
願
寺
に
和
睦
わ
ぼ
く

を
申
し

入
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
拒
絶
さ
れ
る
と
、

す
ぐ
さ
ま
正
親
町

お
お
ぎ
ま
ち

天
皇
に
仲
裁
の
依
頼
要
請

を
し
、
勅
使
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
年
12
月
の
朝
倉
・
浅
井
両
氏
と
の
和

睦
の
際
に
は
、
将
軍
義
昭
の
斡
旋
に
と
ど

ま
ら
ず
、
関
白
二
条
に
じ
ょ
う

晴
良
は
る
よ
し

を
し
て
天
皇
か

ら
綸
旨
り
ん
じ

（
天
皇
の
命
令
の
書
か
れ
た
書
状
）

の
発
給
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
後
、１
５
７
３
年（
元
亀
４
年
）４
月

に
将
軍
義
昭
と
対
立
し
ま
す
が
、
や
は
り
そ

の
際
も
関
白
二
条
晴
良
ら
を
勅
使
と
し
て
、

勅
命（
天
皇
の
命
令
）和
睦
を
し
て
い
ま
す
。

元
亀
年
間
の
信
長
は
、
武
力
を
背
景
と

し
て
、
将
軍
の
み
な
ら
ず
、
天
皇
・
朝
廷

を
も
政
治
的
に
利
用
し
て
い
た
の
で
す
。

問
合
先
文
化
振
興
課
（
1
76
―
１
１
８
９
）

将
軍
・
足
利
義
昭
と
の
対
立

天
皇
・
朝
廷
の
政
治
的
利
用

「
信
長
包
囲
網
」
の
形
成

上
洛
当
初
の
信
長
の
立
場

信長関係年表（永禄11年～元亀3年） 

永禄11年 
(1568)10月 

同年8～10月 

同年10月 

同年6月 

同年9月 

同年9月 

同年9月 

同年11月 

同年12月 

元亀2年5月 

元亀3年7月 

同年12月 

足利義昭、第15代将軍に就任する。信長、摂
津・和泉両国に矢銭（軍用金）を徴収する。 

信長、伊勢の北畠氏を攻め、次男の茶筅《ちゃせ
ん》（のちの信雄《のぶかつ》）を養子にいれる。 

信長、越前朝倉氏を攻撃する。北近
江・浅井氏の離反により退却する。 

織田・徳川連合軍、朝倉・浅井連合軍と近江
姉川にて戦う。織田・徳川軍の勝利におわる。 

伊勢長島一向一揆、織田信興
（信長の弟）を攻め、自害させる。 

信長、朝倉・浅井両氏と勅命（天皇の命）と将軍
の斡旋・関白二条晴良の奔走により和睦する。 

武田信玄、遠江国三方原で徳川家
康軍を破る（三方原の戦い）。 

元亀元年 
（1570）4月 

本願寺顕如、三好三人衆と連携して信長を攻
撃。顕如の檄を受けた一向一揆が各地で蜂起
する。信長、兵を大坂より京へ戻し、比叡山山
麓で朝倉・浅井軍と対峙する（12月まで続く）。 

永禄12年正月 信長、幕府に対し、「殿中御掟」を制定する。 

信長と義昭との不和が表面化する。 

信長、朝倉・浅井両氏と近江小谷城で対陣する。 

信長、長島一向一揆を攻撃する。 

信長、比叡山延暦寺を焼討ちする。 

信長、義昭に対し、17ヵ条の意見書を提示する。 
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